


1

Q

A

Q

A

メイン事業の求人広告は 
景気に影響されますか。 

もちろん影響されます。パートやアルバイトの
求人広告は増加していますが、今まで大量に
中途社員や派遣社員を募集していた企業は
広告予算を絞っています。ただ、この景況の
中でも成長している中堅企業やベンチャー
企業はある訳で、そういった会社への新規開
拓の取組み強化や人材採用の面で応援し
ていきたいと考えています。 

人材紹介部門に投資されていますが、 
見通しはどうですか。 

上のご質問にも関係するのですが、当社の
次の収益の柱と考えて重点的に投資してい
ます。 
人材紹介部門で最も重要なコンサルタント 
（当社ではキャリアコンサルタントと呼んでい
ますが）を充実させています。前期末は18名
でしたが、今期末は30名を予定しています。 
また7月に東京事業所を移転し、事業環境を
整備し、転職者のデータベースを大幅に増
やして、売上の倍増を目指しています。 
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代表取締役社長 
和納　勉 
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TOP INTERVIEW
トップインタビュー 

人材ビジネスの将来性について
どのように思われますか？ 

現在の日本は大変な不況期であると思いま
す。労働市場も規制緩和は進んでいますが、
まだまだ足りません。もっと規制緩和して
我々のような民間の活力を活かす市場にす
れば労働力の移動が自由になり、日本全体
の活力も出てくるのではないでしょうか。 
日本の活力を生み出す為にも、人材ビジネ
スの将来性は大きいと信じています。 

システム投資と人事制度について
お聞かせ下さい。 

当社にとって、システム投資は重要な課題で
す。商品の多様化や複雑化、社員増によっ
て事務、管理業務が増大することに対する
効率化投資であり、ほぼ今期中に導入予定
です。次に営業支援システムでこれは来期
導入予定です。人事評価制度も業績を重視
しつつ、社員の特性と適性を重視した制度と
して来期から導入予定です。 

新規事業についてはどのように
取り組んでいますか？ 

中期経営計画とその見通しに 
ついて 

景況感が大変厳しい中、企業の求人ニーズ
は高度化、多様化、効率化が進み、求職者
や転職希望者にとっては厳しい状況が続い
ています。当社は、企業と個人の双方のニー
ズをいち早くつかみ、ビジネスに反映させてま
いります。当社が注力している人材紹介部
門は未だ果実は十分とは言えませんが、次の
収益となるべく、経営資源を投入し中期経営
計画を達成していきたいと考えています。 












